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(1) 

srqp ,,, は、1より小さい正の実数とし、 OCsOGBCrBFBAqBEOApOD  ,,, とすると 

 OCsOApODOGDG   ──① 

OCrOBrOFOBqOAqOE  )1(,)1( であるから 

 OCrOBrqOAqOEOFEF  )(  ──② 

DG ∥ EF であるとき、定数 k により、 DGkEF  と表せるから 

 OCksOAkpOCrOBrqOAq  )(  

OCOBOA ,, は一次独立であるから、ベクトルの一意性により rksrqqkp  ,0,  rq   

したがって qqFBCFEBAE :)1(::   (証明終) 

同時に、 0)(  spkrq より、 sp  であるから、 ppGOCGDOAD :)1(::  である。 

 

(2) 

IHGFED ,,,,, が正八面体の頂点となっているとき、(1)における四角形DEFGは、正方形である。 

DGEF  であるから、 1k であり、 srqp  である。 

)1(::::: ppGCOGFCBFEABEDAOD  より ACpOAOCpDG  )(  OBpDE )1(   

同様に、四角形DHFIを考えると、 )1(::::: ppHBOHFBCFIACIDAOD  が成り立つ。 

すると、 )1(:: ppFCBF  、 )1(:: ppFCCF  であるから pp 1  
2

1
 p  

IHGFED ,,,,, は、各辺の中点であることがわかる。 
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1
 であり、 HGDHDG  であるから BCABAC   

OBDEACDG
2

1
,

2

1
 であり、 DEDG  であるから OBAC   

OCHFABDH
2

1
,

2

1
 であり、 HFDH  であるから OCAB   

OAHEBCHG
2

1
,

2

1
 であり、 HEHG  であるから OABC   

以上により、 BCABACOCOBOA  であるから、四面体OABCは正四面体である。(証明終) 
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